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従来艇　及び 旧型フォイル の今後の取り扱いについて
従来艇　及び　旧型フォイルの使用ついて、下記の通り公示します。

「2013年第45回全日本オプティミスト級セーリング選手権大会」以降、対象大会に参加する選手は、対応できるよう事前に準備をしてください。
1. 2013年1月1日以降の新艇登録では、新型フォイルのみが登録できます。新規登録ハルと旧型フォイルを組合せての登録はできません。（登録済艇の名義変更は可能）
2. 2013年以降の全日本オプティミスト級セーリング選手権大会では、IOD95艇　及び　新型フォイルのみが使用できます。従来艇、旧型フォイルは、使用できません。

3. 2015年以降の東西選手権では、IOD95艇　及び　新型フォイルのみが使用できます。従来艇、旧型フォイルは、使用できません。

【　　解説　　】
· ハルは、1995年に大幅なルール改正が行われ、1995年から1997年を移行期間としてそれまで さまざまなタイプがあった従来艇からIOD95艇に統一されました。日本でも1997年にJPN2760が国内1号艇として登録され、その後現在（2012.10末）までに494艇が登録されています。
昨今の全日本選手権大会では、数年ごとに1,2艇が出場していますが、全てIOD95艇の年もあり、既に従来艇は、全日本選手権という国内チャンピオンを決める大会では、レース艇としての役割に幕を閉じようとしています。
よって、IOD95艇の普及状況、及び、全日本選手権のステータスに鑑み、2013年の全日本選手権より、全ての出場選手はIOD95艇を使用することとします。

また、実質的に全日本選手権の最終予選となる東西選手権では、2015年の大会から同様の理由で全ての出場選手はIOD95艇を使用することとします。（西日本大会はAクラスのみが対象）　[CR2.5.4　参照]
· フォイルは、2004年に大幅なルール改正が行われ、2005年にはIODA世界選手権で、2006年にはIODA大陸選手権で、新型フォイルの使用が義務付けられました。
国内では、世界を見据えて、2007年以降の2次選考会で新型フォイルのみの使用としてきました。その時点では、国内での普及状況を鑑み、国際大会への派遣を目的とした選考会でのみとしましたが、それから6年が過ぎ、現時点（2012.10）でダガー、ラダーともに、既に　各250点以上が販売されていることから、普及状況は充分であると考え、2013年1月以降の新艇登録、2013年以降の全日本選手権大会、並びに、2015年以降の東西選手権では新型フォイルを使用することとします。　[CR3.3.6、3.4.6　参照]
· 尚、大会枠が付与されている各地域の大会での使用はこの限りではなく、主催者および
レース委員会の意向に従ってください。
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